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弓
Ｉ
ヴ
ァ
ナ
の
問
い
、
、
い
『
ま
ょ
に
核
心
に
入
蕃

知
ら
洞
ろ
も
の
．
こ
れ
ら
五
分
別
す
る
立
場
で
あ
る

Ｉ
ヴ
ァ
ナ
に
対
Ｌ
丁
筌
え
丁
い
ろ
。
そ
打
が
真
奏
な

ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
の
行
臺
主
神
墨
と
い
わ
ず
仁
・
要
化
と
い
う
こ
と
口
供
養
の
品
に
祭
器
が
多
い
こ
と
と
と
北
仮
注
目
す
べ

０

妾
で
あ
ぎ
ウ
。
ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
の
つ
い
宏
亭
が
学
一
手
あ
る
の
は
、
津
一
の
察
に
加
宋
か
坐
ろ
か
ら
で
あ
君
う
．

3４１

爪
崎
叩
采
。
見
冥
坐
弓
莞
於
微
笑
。
鶇
樛
伽
王
雪
壼
法
．
崎
．
梼
伽
王
白
仏
毫
世
尊
、
畦
一
種
法
。
識
巳
雪
９

闇
〃
過
去
諸
仏
一
（
正
瞳
知
〃
侭
仏
世
琴
．
已
嘉
我
読
。
世
尊
。
我
今
現
任
ゞ
依
各
字
室
司
．
亦
問
如
耒
。
叩
宋
舅
薑
卵

応
馬
我
説
。
世
琴
。
応
化
化
仏
、
説
此
二
法
．
非
根
本
叩
耒
世
專
．
根
本
叩
耒
。
修
箏
三
昧
禁
墳
宗
者
。
不
説
に

識
外
論
潰
外
．
善
哉
世
掌
。
如
来
自
身
-
於
一
切
法
．
而
得
自
在
。
惟
顛
世
尊
応
正
遍
知
・
説
此
二
法
。
一
切
仏
至

及我己舅．亦顎欲闇。

孟
二
麺
言
貧
茎
ろ
豊
莞
薑
し
了
耆
ラ
ー
カ
-
王
室
婁
悶
易
旨
壽
た
む
同
ｇ

た
て
一
マ
ー
カ
ー
王
は
仏
に
闇
う
て
い
う
・
世
尊
よ
。
こ
の
一
一
種
法
を
・
わ
辰
し
ぼ
す
Ｔ
に
か
つ
マ
ー
過
去
の
美
７

仏
応
正
一
遍
知
に
閉
い
ま
し
衣
。
お
の
仏
世
尊
は
、
す
で
に
わ
た
Ｌ
の
た
め
に
説
か
楓
ま
し
涙
。
ね
た
し
何
い
ま
の
現
○

雌一、諾漁し、痙褥。．臆駒腓吹一心順仙確脈川撚収澗伽戴脚跡紡耐伽辣祁州局梛杣鮴肌Ⅷ脈舳叩釉峨峨Ｋ９

世
尊
よ
．
根
本
加
来
は
三
昧
祭
境
界
差
修
集
す
る
か
穴
で
化
識
外
の
莞
境
界
を
談
か
洞
ま
ぜ
ん
ご
て
う
下
す
世
篝

岨
耒
自
身
は
一
切
法
に
お
い
で
．
含
在
乏
得
て
お
う
和
ま
す
。
ど
う
か
，
世
篝
応
正
逼
知
よ
・
こ
の
二
法
乏
お
説
家

く
だ
ま
い
。
一
切
の
仏
の
子
と
お
よ
ひ
ｈ
た
し
自
身
も
ま
だ
間
ま
た
い
と
領
っ
て
い
ま
す
。

ま
り
-
僅
々
の
語
伎
・
音
楽
を
雨
が
局
世
、
種
々
の
花
逢
雨
小
冷
せ
．
種
々
の
雪
乏
雨
ふ
ら
せ
、
種
々
の
衣
乏
雨
ふ

冷
せ
、
虚
空
中
い
つ
げ
い
に
大
雨
の
ふ
〃
そ
そ
ぐ
よ
、
っ
に
仏
と
仏
の
子
ら
に
供
養
Ｌ
、
併
養
の
雨
を
小
崎
し
お

れ
ろ
と
-
上
か
ら
下
へ
お
り
、
虚
空
中
で
澆
二
電
光
明
大
宝
蓮
華
王
權
々
室
山
上
に
生
『
た
。

写

←二灌法は真実か否か．一一種法とは、識と色-細る北のと

差
別
観
の
根
本
重
間
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
過
去
仏
は
す
て
に
ラ

ら・は・ラーヴァナが蒋叉王とし了、現在仏に同じ問いを莞

Ⅵ
-
卜
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、

、

◇

、

も

込

・
世
尊
が
函
つ
と
季
．
｜
ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
は
壷
叉
壬
と
な
り
-
さ
ら
に
金
冠
等
量
つ
け
る
。
そ
こ
に
ロ
や
何
″
「
世
等
」
⑦
影

が
た
だ
よ
、
了
い
ろ
⑦
で
あ
弓
う
．
冬
と
識
の
相
と
訳
し
た
と
こ
ｚ
は
．
お
ち
っ
か
め
気
も
す
ろ
び
．
ア
ー
ヲ
ヤ
識
か
対

象
と
す
る
肥
的
な
も
の
⑦
あ
ら
わ
逼
々
と
い
う
偏
ど
の
意
で
あ
ズ
ウ
．
不
浄
尽
智
所
知
境
界
の
早
口
一
本
に
何
な
く
知
を

す
る
脳
要
付
な
い
は
ず
で
謁
ろ
、
だ
が
、
げ
ん
に
ラ
ー

去
仏
が
根
本
仏
で
同
な
か
っ
た
二
と
左
示
Ｌ
て
い
ろ
。

す
ぎ
な
い
。
仏
仇
ぎ
り
ぎ
り
の
本
心
を
胡
か
Ｌ
了
く
た

さ
実
、
に
郡
で
-
仏
同
聖
者
大
意
に
、
こ
の
十
頭
羅
刹

予
洞
な
ら
．
差
別
け
、
現
在
の
認
な
ら
ず
、
未
来
に
牝

の
国
か
今
、
差
別
の
い
わ
打
の
な
い
こ
と
を
闇
い
つ
づ

化
仏
に
す
ま
す
．
根
本
仏
と
何
い
え
、
い
で
は
な
い
か

3５

祁
鰐
．
世
等
．
扣
而
即
告
糯
伽
壬
言
。
鍔
伽
王
．
蹴
問
此
二
途
．
示
這
夜
叉
王
．
要
蕾
種
種
全
蒄
選
略
金
荘
議
呉
羽

而
作
昊
壼
．
如
来
常
謎
法
尚
施
捨
《
向
況
非
法
。
世
尊
。
一
室
何
壹
一
法
桧
．
世
等
。
何
者
罠
法
．
何
者
非
法
．
世

零
。
捨
法
云
向
言
一
、
以
塑
分
別
相
中
。
壷
睾
合
別
是
有
票
法
．
無
大
有
大
。
世
尊
。
阿
梨
耶
識
知
名
識
相
．
斯
有

体
相
．
期
虚
空
中
育
毛
輪
住
・
不
浄
尽
琶
前
寵
境
界
。
世
雲
．
法
苦
如
是
。
云
伺
而
捨
。

￥
の
と
き
-
世
尋
ぼ
・
知
フ
了
い
了
す
ぐ
ラ
ン
ガ
ー
王
に
圭
げ
イ
い
ぅ
→
ラ
ン
カ
ー
王
よ
。
あ
な
穴
は
こ
の
二
迭
逢
○

お
問
い
な
さ
い
。
￥
の
と
壹
旛
叉
王
は
六
局
に
種
々
の
金
冠
・
躍
晤
・
金
荘
巌
辱
を
つ
け
て
、
こ
う
い
っ
た
。
ｓ

叩
耒
何
甫
に
お
読
宍
に
な
る
．
法
で
ま
え
捨
て
る
ぺ
ま
も
の
-
ま
し
了
非
法
何
と
。
世
尊
よ
．
ど
う
Ｌ
工
一
瑳
の
○

棯
豪
逢
い
杓
桝
ろ
⑦
イ
す
か
。
世
尊
よ
。
何
が
法
て
向
が
非
法
で
す
か
．
世
尊
よ
。
捨
マ
ヘ
ま
迭
噴
ど
う
し
了
一

一
三
、
立
て
て
分
別
相
に
堕
ち
こ
Ｃ
よ
・
っ
垂
匿
を
す
る
の
で
す
か
。
壷
妄
分
別
こ
￥
有
・
無
の
法
で
あ
以
育
ｇ

の
実
体
．
無
の
実
体
で
Ｌ
ゞ
録
っ
一
世
尋
よ
・
ア
ー
ラ
ャ
識
が
名
と
識
の
相
を
知
る
の
た
び
、
壽
の
あ
る
と
い
う
体
と

相
と
は
．
虚
空
中
の
毛
の
輪
⑦
よ
う
な
も
の
、
不
浄
の
智
の
知
る
討
象
で
す
世
尊
よ
、
こ
ん
な
法
諄
一
、
と
、
っ
Ｌ
了

捨てろ⑦了すか。

一

二

ろ
．
だ
が
・
げ
ん
に
ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
、
賓
叉
王
と
し
て
間
う
て
い
、
ろ
・
そ
の
こ
と
宙
体
が
、
過

這
三
左
示
Ｌ
て
い
ろ
。
応
批
仏
・
化
仏
．
衆
生
の
領
解
の
凄
合
に
応
じ
て
化
現
す
る
仏
仁

の
本
心
を
胡
か
Ｌ
了
く
た
き
い
．
と
い
う
の
が
．
こ
⑦
と
ぎ
の
ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
例
闘
い
で
あ
る
〃

大
意
に
、
こ
の
十
頭
羅
刹
口
未
来
に
お
い
て
も
二
切
二
法
差
間
う
で
謁
弓
う
、
芝
い
う
た
。

の
認
な
ら
ず
、
未
来
に
も
璽
弄
、
御
霊
刹
阿
や
ほ
り
篭
刹
と
Ｌ
了
差
別
ざ
打
差
別
の
編

の
な
い
こ
と
を
間
い
つ
づ
け
工
-
と
い
-
．
三
か
．
そ
洞
な
ら
ば
、
狽
在
の
仏
も
応
化
仏
、

Ｔ
Ｊ
１
〆
』
．
Ｆ
ト
ー
庵
、
十
４
《
》
Ｏ
Ｌ
．
ｌ
肌
？

》

-

１

。

-

ゞ

一

・

Ｌ
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3６ 一

本
に
ぼ
棚
と
す
る

鍔伽王．

仏
吉
梼
伽
王
．
樗
伽
王
．
迩
不
見
瓶
簔
需
常
敗
壌
之
法
．
毛
這
凡
夫
分
別
境
界
差
別
之
相
．
伺
放
不
如
是
取
．
有
濫

非
法
差
別
之
相
。
依
毛
道
凡
夫
分
別
化
有
。
韮
聖
證
智
以
爲
可
見
．
樗
伽
王
㈱
且
置
瓶
等
種
種
相
事
．
毛
這
凡
夫
化

瀞鶴縮學緋瀦鯉狄釧鵬賄鍬附鮒測服準嶋州岬細微雌龍鯛綱鮴艫誹訓蜆繩噛鍬脈刑琶湫雌峪罐州。一脈

銃
身
中
完
育
種
橦
諸
福
差
別
。
樗
伽
王
。
加
一
種
子
一
相
続
生
牙
茎
》
ゞ
一
枝
葉
華
果
樹
林
蓮
篭
冥
福
・
加
屋
内
外
航
生

竺
記
法
．
露
顕
蚕
行
陰
弄
入
等
一
駒
語
法
。
二
雰
鮒
生
。
珪
雪
有
蓋
荊
現
．
窯
薙
相
一
二
雲
去
来
勝
書
異
相
。
一
櫓
境
界
而
馴

取
於
相
・
貝
下
宙
-
上
勝
相
祭
浄
善
不
善
相
。
樗
伽
王
．
非
但
種
種
法
中
貝
差
引
相
．
貢
加
実
道
者
内
證
行
中
。
亦
育
５

舅
於
種
種
零
摺
．
何
況
法
非
法
。
無
今
別
種
撞
差
別
相
．
樗
伽
王
。
育
法
非
送
種
種
差
別
相
．

仏
ｇ
フ
シ
刀
ｌ
王
に
吉
げ
た
←
一
マ
ー
カ
ー
王
よ
。
あ
琴
た
、
、
栽
な
と
の
よ
う
な
窯
常
敬
壊
の
存
置
を
貝
万
い
か
。

勿
權
琴
凡
夫
は
境
界
差
別
の
相
を
分
別
す
ぢ
《
ラ
、
一
カ
ー
王
よ
。
な
ぜ
こ
の
よ
今
に
と
ら
な
い
か
、
迭
と
非
法
の
差

別
の
相
ぴ
あ
ろ
の
口
・
幼
権
享
凡
夫
の
分
別
心
に
よ
っ
了
あ
ぢ
の
だ
と
。
聖
な
る
證
雪
が
旱
→
ろ
も
の
た
と
す
る
の
Ｉ

で
何
な
い
と
。
弓
、
一
カ
ー
王
よ
、
か
り
に
瀬
な
ど
の
種
々
相
の
こ
と
を
と
っ
て
承
よ
う
。
幼
稚
な
凡
夫
は
肥
に
そ
れ
Ｓ

が
あ
る
と
思
う
菰
聖
人
は
予
悔
を
存
任
す
ろ
法
と
何
し
な
い
。
一
マ
ー
カ
ー
王
よ
。
辰
と
え
ば
一
つ
⑦
火
炎
が
宮
壌
○

・
園
林
←
草
木
芝
焼
く
と
、
種
々
の
火
の
光
朗
色
炎
に
お
の
お
の
差
別
が
見
え
る
よ
う
写
し
の
だ
。
種
々
の
薪
や
章
一

木
の
長
覆
に
ょ
、
て
・
分
別
Ｌ
て
勝
川
劣
〃
の
相
が
お
る
と
為
る
。
こ
の
な
か
に
と
う
し
て
こ
め
よ
う
に
蓬
と
非
法
ｇ

の
差
別
の
泪
が
あ
る
二
と
差
知
ら
な
い
だ
ス
ラ
か
，
ラ
ニ
刀
ｌ
王
よ
《
火
炎
だ
け
が
苧
の
一
持
鋺
中
仮
橲
々
⑦
諸
掴

の
差
別
乏
あ
ら
わ
す
の
で
は
な
い
。
ラ
ン
カ
ー
王
よ
”
一
つ
の
禧
子
の
一
持
続
中
に
芽
・
茎
・
枝
・
票
《
淀
樹
・

林
玩
ど
の
種
々
の
異
相
乏
生
ず
る
よ
、
っ
ワ
ｔ
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
内
外
に
主
楓
宕
諸
法
、
無
朗
お
ま
び
一
可
陰

・
罪
・
，
入
な
ど
の
一
切
の
語
法
で
，
三
扉
に
生
脚
弓
も
の
何
み
な
差
別
が
あ
う
了
碩
杓
ろ
。
形
相
・
言
語
・
去
采

・
勝
琶
⑦
舅
相
を
ね
が
え
ば
、
一
相
の
湊
界
で
し
相
を
と
り
、
下
中
上
ゞ
勝
相
・
渠
浮
・
薑
不
害
の
相
を
あ
ら
れ
菰

ラ
ン
刀
Ｉ
王
よ
。
種
々
の
法
中
に
だ
け
差
別
の
相
を
あ
ら
わ
す
⑦
で
は
な
い
。
叩
実
⑦
這
蓬
覚
ろ
者
の
内
證
の
行
中

原
ｔ
謹
箱
の
雲
相
の
あ
ら
わ
初
ろ
こ
と
が
あ
る
・
ま
し
了
法
と
非
法
と
仁
分
別
の
種
々
の
差
別
相
が
な
か
言
う
か
。

の

二

Ｉ
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こ
の
一
節
は
錘
解
だ
．
二
と
に
・
非
聖
證
弩

加
実
道
者
内
證
行
中
亦
有
貝
栽
穂
種
異
相
。
と
い

も
『
と
も
、
前
の
聖
ま
た
は
聖
人
は
仏
で
、
竺

相
が
入
〃
、
こ
む
の
だ
．
と
も
い
え
な
く
は
な
い
。

い
ま
ひ
と
つ
け
、
聖
人
と
覚
如
実
瞳
者
と
は
〔

か
、
￥
御
を
実
荘
の
差
別
と
民
な
い
の
か
嶌
室
卦

世
琴
が
「
世
拳
」
と
な
『
て
真
実
壬
ま
げ
る
坐

で
あ
〃
う
ろ
か
-
と
い
う
問
い
芝
も
っ
て
い
る
尋

仏
も
ま
た
瓶
ヰ
ビ
と
同
じ
く
諸
行
無
常
の
う
一

転
落
す
夢
。
仏
広
な
楓
吋
ぞ
こ
に
は
差
別
殻
と
（

世
界
に
冤
王
う
と
す
る
写
。
と
い
う
二
と
乏
二

辛

＝

＝三

3７
この前後そいう達と非法はｄきず言画と毒意一，一三四の訳語なのであｚうぴご言う３口莞のものが多義で、

、
毒
ン
方
＋
主
よ
。
遥
と
非
法
の
種
々
⑦
差
別
相
何
あ
る
の
だ
．

拐
伽
王
．
何
者
誇
法
。
所
謂
一
切
外
這
声
闇
縁
鴬
毛
逼
只
夫
分
別
之
見
。
従
因
実
物
以
為
根
本
生
種
種
法
。
珊
曼
等
○

法．一忙捨応離。舅取於相。而生へ力別㈲夷自心法。計以為実ゞ
糯畑一士。無瓶実主．而毛這尺夫。虚一蚕９

分
別
．
法
本
無
相
．
加
実
知
観
，
各
捨
諸
法
．

ラ
ン
カ
ー
王
よ
．
い
か
ワ
ろ
も
の
が
法
で
あ
ろ
う
か
。
い
わ
ゆ
る
一
切
の
外
道
・
声
聞
・
縁
賞
ゞ
幼
稚
な
尺
夫
の
分

別
の
見
解
で
は
．
物
乏
実
体
と
す
る
こ
と
が
根
本
に
な
、
て
い
了
ぞ
こ
が
-
ら
種
々
⑦
迭
が
生
じ
ろ
．
一
房
よ
う
な
法

は
檜
て
る
べ
き
で
温
り
離
綱
ろ
べ
き
で
あ
る
・
相
に
と
ら
わ
れ
イ
分
別
を
生
じ
尺
〃
・
自
分
の
（
が
っ
く
り
出
Ｌ
た

法
を
貝
了
実
体
だ
と
判
断
Ｌ
た
り
す
ろ
な
・
ラ
ー
カ
ｌ
壬
上
・
瓶
の
実
体
付
な
い
の
に
・
勿
椎
な
凡
夫
ぼ
、
虚
妄
に

分
別
す
三
途
は
も
と
鯉
相
な
の
だ
や
加
美
に
知
り
観
す
る
二
と
を
、
請
法
を
捨
て
客
と
名
づ
け
る
の
だ
。

手
ひ
と
つ
け
、
聖
人
と
覚
如
実
瞳
者
と
は
周
じ
た
と
す
る
一
た
だ
そ
の
内
證
行
中
に
も
種
々
の
雲
相
付
あ
ら
わ
れ
る

予
御
を
実
荘
の
差
別
と
民
な
い
の
か
嶌
室
だ
ぺ
と
い
う
の
で
あ
る
か
し
し
れ
め
，
２

專
が
「
世
拳
」
と
な
『
て
真
実
壬
ま
げ
る
危
機
の
指
摘
か
ら
娘
ま
っ
た
鍔
伽
軽
口
、
そ
の
根
岻
仮
・
仏
何
つ
ね
に
仏
鍋

〃
う
ろ
か
、
と
い
う
問
い
芝
も
っ
て
い
ろ
・
こ
の
闇
い
に
薑
え
な
い
か
ぎ
″
・
そ
加
口
仏
の
答
え
と
ｎ
な
″
え
な
い
。

Ｅ
ま
た
瓶
ヰ
ビ
と
同
じ
く
諸
行
無
常
の
つ
ち
灰
あ
り
-
た
え
ず
差
別
観
と
戦
弓
了
い
な
い
か
ギ
、
″
・
差
別
霞
勿
中
に

ず
ぢ
。
仏
広
な
楓
吋
ぞ
こ
に
は
差
別
観
と
の
戦
い
付
な
い
の
だ
と
い
う
よ
う
な
、
の
ん
ぎ
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
、
仏
の

に
冤
王
う
と
す
る
写
．
と
い
う
二
と
乏
・
二
二
で
く
り
〃
え
し
い
っ
て
い
る
の
で
何
な
い
だ
再
う
か
。
っ

一

二
と
に
・
非
聖
證
智
以
急
可
筧
．
非
調
聖
人
以
鶏
芦
法
・
と
前
で
い
『
で
お
い
了
撮
に
、
萱

貝栽穂種異相。というのが予盾と考えられるや

た
け
聖
人
は
仏
で
、
後
⑦
賞
如
実
道
者
垂
菖
薩
と
考
え
る
な
ら
、
帯
の
ち
が
い
目
に
權
々
の
雲

_二

「

8２

三
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〉
て
洞
蓬
適
切
な
日
本
語
に
謬
丈
《
芦
汽
、
杓
た
し
の
手
に
あ
ま
る
←
た
ぷ
ん
現
象
の
暮
体
と
い
つ
ほ
ど
里
菖
味
で
使
う
元

い
る
の
で
あ
ろ
う
。
平
川
彰
「
請
法
蕪
種
の
「
法
是
」
菫
読
む
と
・
仏
教
学
者
の
間
で
も
「
法
」
に
つ
い
丁
の
定
義
が
確

定
ヒ
イ
い
る
わ
け
で
は
な
い
今
Ｌ
い
・
け
打
ど
も
．
と
も
な
く
八
迭
は
氏
も
う
し
の
で
あ
″
つ
う
し
か
℃
無
常
で
あ
り
、

無
我
で
あ
る
Ｖ
と
い
う
同
含
凝
の
主
張
は
、
鍔
伽
経
で
池
う
け
つ
が
御
て
い
了
・
そ
⑦
法
の
無
常
，
祭
我
垂
見
わ
す
洞
で

い
る
外
道
等
重
批
判
す
る
の
か
、
こ
の
前
磯
の
教
師
で
勗
弓
う
．
八
一
般
に
斐
汰
に
愉
建
線
的
な
性
格
と
敵
絶
的
な
性
格

と
か
貝
弓
桝
ろ
か
噸
し
か
し
建
銃
と
断
絶
と
の
混
合
と
い
う
こ
と
ば
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
．
安
代
、
無
常
何
論
理
仁
よ

う
マ
は
把
握
で
き
な
い
世
界
で
あ
る
．
喜
端
仏
義
て
同
・
二
脚
を
「
叩
実
に
正
し
い
寶
蓬
３
量
皇
α
-
忌
引
凶
を
も
う
て
見

る
」
と
示
し
て
い
ろ
・
連
続
や
断
絶
芝
知
る
の
は
、
判
断
で
あ
り
、
論
理
で
あ
る
が
．
無
常
乏
悟
ろ
の
は
加
実
知
見
ざ
毒
-
３

すきざ-動卿。且臼蝿３コ皿Ｔある．二柄は全体的可直観であり、大乗の綴舌経において「般一石」勺司っ笥動と〆呼鍋

ば制ろものである．ご楓ｐきた無分別雪ご一丁く一否一℃α茸いう”と也呼ぱ楓ろＶといコキ川堕乏ほぼ二

二
丁
の
よ
い
注
釈
と
な
る
だ
弓
う
．
た
だ
傍
伽
軽
で
、
、
同
じ
く
苣
蓋
と
い
っ
て
池
筈
に
よ
〃
、
篝
の
方
に
ア
ク
セ
ン
ト

がおか打了い客らＬい二と、ざ宍、応のべたとみ〃である．

3８

梧
加
壬
．
何
等
爲
非
法
．
所
謂
無
芦
舅
相
．
唾
自
附
減
幸
恵
分
別
而
諸
凡
夫
莞
実
法
非
実
法
《
薑
薩
咽
実
見
靭
是
巳

捨
非
法
。
霞
次
鍔
伽
王
。
何
者
復
嘉
非
法
。
印
謂
兎
馬
蕊
駝
角
石
な
児
等
。
無
舅
無
相
。
両
毛
這
凡
夫
《
取
以
為
興
○

扇、世間簔説於各字非取相-加彼瓶等塗町捨．冨者不取如是壷妄令別売角等各字法。亦是可捨。９

是故捨法及非法．ゞ
鍔伽王．汀今問我。法要非法云我捻。我已読奏・

ラ
ン
カ
ー
王
よ
。
と
の
よ
う
す
も
⑦
が
非
法
で
あ
君
つ
か
←
い
、
ｍ
ろ
実
体
や
相
の
あ
″
何
せ
椀
も
の
で
た
だ
爵

す
か
局
の
侭
の
詔
が
壹
想
分
別
を
澱
す
の
だ
が
・
も
弓
し
言
の
凡
夫
は
そ
こ
に
実
迭
と
非
実
法
と
を
具
菩
薩
は
期

実
匡
あ
よ
う
刀
弛
の
乏
見
で
非
溌
を
捨
て
ろ
。
ま
た
つ
き
Ｅ
マ
ノ
カ
ー
王
よ
．
琴
仁
が
ま
た
非
法
で
あ
ズ
勺
か
。

Ⅲ
わ
何
ろ
向
サ
ギ
馬
再
ば
ラ
ク
ダ
の
角
と
か
生
ま
ず
堂
の
子
な
ど
で
．
実
体
も
な
く
相
も
な
い
。
だ
が
釧
捲
な
凡
夫

は
有
焉
た
無
為
だ
と
い
『
了
い
ろ
．
世
間
で
こ
と
ば
や
文
字
に
、
い
う
が
相
乏
も
た
な
い
毛
の
だ
．
あ
⑦
瓶
写
ど
の

勘切囎伽喝Ⅷ辮恢肺協脚論献閻偲苑州誼Ⅷ蹴論呵逓順伽澗剛、批幽卿剛ど酌剛群卵帷獅悩訓淑船脚
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今
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寺
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一
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弓
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．
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Ｆ
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二
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一
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→ 墹
鼎
蝿
蜥
呵
ｔ
ｌ
ｌ
静

星
減
菫
今
別
加
末
為
冨
舅
書
体
芝
、
害
訳
や
鈴
木
訳
仁
よ
う
イ
ー
ロ
の
ょ
、
っ
に
訳
し
た
が
-
子
舸
で
ロ
ー
如
来
を
琶
身
害

体
と
す
壱
分
別
が
ぞ
こ
に
空
看
よ
、
っ
て
む
し
ろ
八
だ
か
ら
、
如
来
阿
智
身
雷
体
だ
と
方
別
す
る
な
Ｖ
と
訳
す
、
幸

了
は
な
い
か
-
と
翠
電
豪
い
差
存
し
了
、
ざ
ら
仮
か
ん
が
え
た
い
。

如
復
次
樗
伽
壬
《
篝
加
壁
上
圃
謹
・
權
椙
。
一
切
衆
生
亦
煽
如
畏
・
鍔
伽
王
一
切
衆
生
猶
如
草
木
．
窯
業
無
行
・
傍
伽

王
。
一
切
法
非
遥
。
無
闇
理
説
．
傍
伽
王
。
一
切
世
間
法
筥
如
幻
。
而
請
外
這
凡
圭
乍
知
。
拷
伽
壬
。
若
能
如
是
貝

雨
後
ち
ぐ
ぼ
ぐ
だ
が
、
相
の
説
明
を
辞
典
か
ら
引
い
→
ｋ
お
こ
う
。
八
相
・
-
フ
ク
、
ン
ヤ
ナ
ー
癸
箇
．
“
も
⑦
の
柤
状
檬

梠
や
特
質
特
性
な
ど
垂
い
い
・
皀
性
（
体
）
ど
も
同
美
に
閉
い
う
椥
ろ
が
．
体
（
本
体
）
・
用
（
ｐ
た
ら
幸
盲
卜
封
し
、

貝
ら
掘
る
も
の
の
す
が
た
菱
さ
し
、
ま
た
も
の
予
桝
自
偽
了
あ
ろ
性
に
封
し
、
￥
の
現
象
的
相
状
を
い
う
Ｖ

弱

加
色
形
相
．
如
是
簔
欧
。
舅
分
別
可

ラ
ン
カ
ー
王
よ
。
あ
な
た
は
い
、
フ
。

采
、
す
そ
に
わ
た
し
の
淀
め
に
説
〃

だ
。
末
末
現
在
し
分
別
で
主
尺
あ

分
別
だ
。
抑
曽
を
分
別
し
了
実
際
と

す
る
。
だ
が
局
分
別
し
な
い
．
加
宋

ど
ん
な
に
分
別
Ｌ
な
い
の
か
。
毫
識

ら
な
い
の
だ
．
分
別
と
分
剥
さ
れ
ろ

拐
伽
王
．
謹
言
我
於
過
去
応
正
遍
知
己
問
此
法
。
波
請
加
来
巳
嘉
我
認
拷
伽
玉
望
一
一
這
去
者
即
分
別
相
。
未

来
現
在
分
馴
亦
炳
．
我
説
薑
通
法
体
昊
加
実
者
-
亦
是
分
別
。
躯
分
別
色
莞
実
際
。
急
證
実
害
篝
修
行
窯
相
窒
篝
・

定
款
葵
分
別
。
皿
末
為
冨
冒
智
体
。
心
中
雲
分
別
。
竜
中
菫
取
我
人
命
等
。
云
向
不
分
別
・
壹
識
中
取
謹
痩
境
界
、

加
色
形
相
．
如
是
簔
欧
。
舅
分
別
可
分
別
．

王
ェ
。
あ
ワ
た
、
い
ま
、
た
し
に
法
と
韮
法
と
、
な
ぜ
捨
丁
ろ
の
か
と
間
い
、
わ
辰
し
ほ
説
家
お
わ
っ
た
．

＝

‘

杓
た
し
、
過
去
の
旋
正
逼
知
に
す
下
に
こ
の
去
乏
間
い
、
あ
の
ｔ
弓
も
ス
の
叩

椥
た
、
菫
ラ
ン
カ
ー
王
証
。
あ
辱
穴
の
い
う
過
去
な
る
も
の
が
今
別
椙
写
⑦

ろ
の
だ
。
、
仮
し
か
、
舅
如
法
体
が
加
実
な
弓
も
の
だ
、
と
説
い
た
の
も
手
撮
４

す
る
主
弓
な
も
の
だ
。
篶
言
⑦
築
乏
証
明
寸
暮
た
め
に
、
無
相
の
智
慧
芝
修
行
Ｓ

、
畠
身
雪
体
だ
。
（
中
Ｔ
分
別
せ
ず
、
惹
中
に
我
・
人
冬
叩
な
ど
壬
師
ら
ワ
い
、
○

中
に
種
々
の
境
界
を
歌
、
Ｔ
”
農
の
形
相
の
よ
う
Ｆ
寸
言
そ
の
ま
う
に
は
取
｝

Ｌのとかない。

９ ５８４

蝋
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４１
二
二
て
請
必
品
、
お
杓
〃
、
問
答
品
諄
こ
び
は
じ
ま
り
、
宋
訳
の
一
切
仏
語
化
晶
才
一

分
か
采
害
訳
の
集
一
切
濫
品
箒
一
房
一
が
ぼ
じ
ま
る
．
た
か
、
そ
の
新
し
い
童
⑦
は
じ

読
仏
易
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
仮
当
る
部
分
不
易
ろ
う
と
、
わ
た
し
、
椎
票
す
る
．
そ
舸
壬
二
節

なめた。
ご
舸
丁
請
仏
品
廐
お
拘
る
、
そ
、
つ
し
了
、
二
二
了
．
ラ
ン
ガ
ー
に
入
ろ
と
は
、
自
内
身
雪
慧
境
界
に
入
る
こ
と
で
あ
一

●

っ
夫
と
あ
か
す
狗
夛
・
自
内
身
奮
慧
境
界
に
入
ろ
ご
と
と
差
別
の
根
の
国
に
入
ろ
ご
と
か
、
一
言
の
二
と
で
何
乃
旦
化
９

が
時
．
聖
奮
犬
篝
菩
薩
。
与
諸
一
切
大
言
薑
薩
・
倶
遊
一
切
諸
仏
国
土
・
承
仏
神
力
。
従
坐
而
詮
．
更
霊
衣
服
。
合

掌恭敬。以渇講縫。

また次に一マ完ノー壬ェ。たとえば菫上の画⑦種々
相のよう仮、一切寂生もまた、莞のよう了ある←

ラ
ン
刀
ｌ
壬
主
《
一
切
衆
生
灯
草
木
の
よ
う
な
も
の
だ
．
業
も
な
く
行
込
な
い
。
ラ
シ
カ
ー
王
よ
、
一
切
の
窪
と
非

法
唾
閉
筌
乞
も
な
く
説
く
こ
と
も
な
児
ラ
、
一
カ
ー
王
よ
．
一
切
の
出
閣
の
法
は
裂
な
幻
の
よ
う
だ
、
だ
が
池

弓Ｌ弓の外道や尺夫は知らない。ランカー王よ-ｔＬへ房よ-室卜見、如実に見ることができ洲ほ、

各
づ
げ
丁
正
夷
と
す
る
。
も
し
異
っ
た
莞
方
乏
す
る
な
ら
名
づ
け
て
那
貝
と
す
る
。
も
し
分
別
す
る
な
ら
名
っ
Ｆ
-
Ｉ

二
王
駆
る
、
と
す
る
。
ラ
、
一
力
Ｉ
王
よ
←
た
と
え
ば
蓑
中
の
像
か
認
す
か
今
際
芝
見
る
よ
・
つ
ぼ
も
の
で
あ
る
。
た

と
え
ば
水
中
の
影
が
詩
す
が
ら
箒
を
見
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
《
空
中
の
こ
だ
ま
が
諏
訴
か
二
戸
差
出
１
丁
そ
の
毒

に
〉
重
わ
打
ろ
よ
う
な
並
の
Ｔ
あ
る
・
ゞ
Ｌ
Ｌ
ご
の
よ
う
仁
法
と
非
法
と
を
飯
ろ
な
ら
再
舞
な
ど
綱
は
虚
妄
の
壹
想

分
別
で
あ
る
二
房
ゆ
え
（
、
法
と
雍
法
と
重
知
ら
ず
，
虚
妄
乏
増
長
Ｌ
、
寂
溌
乏
得
な
陛
京
域
を
各
-
つ
け
て
一

代
と
す
る
〃
一
化
壷
畠
づ
け
丁
八
自
内
舅
雪
慧
境
界
に
入
り
無
生
法
画
三
昧
差
得
ろ
、
加
宋
蔵
Ｖ
と
す
る
。

入目内身塞篝境界。得票生法思三瞭．

剛
実
見
壱
”
各
嘉
正
見
．
昔
実
見
者
。
邑
為
邪
見
・
告
分
別
者
。
畠
嘉
一
取
二
・
糯
伽
王
。
薑
叩
鏡
中
像
自
見
像
《
言

加
水
印
影
目
見
琴
・
如
月
燈
先
迂
星
室
中
琴
邑
見
票
。
剛
空
中
響
声
自
出
吉
取
以
焉
声
．
若
加
是
取
浩
与
非
法
⑤
皆

是
虚
壹
妄
想
分
別
。
是
抜
不
知
差
及
非
遙
。
増
長
虚
妄
“
不
得
寂
滅
。
京
城
者
名
焉
一
随
。
一
化
者
冬
嘉
加
乗
蔵
．

の
一
の
あ
⑦
異
端
に
っ
．
つ
く
鄙

め
の
一
組
の
廉
女
と
畿
交
け
、

に
わ
何
て
次
に
訳
出
す
る
。

ＯＳＳ ５８５
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二

分別の世界、差別⑦世界でば、聖者犬篝と荷叉王一フーヴァナは一子あ可だ。すＴに一心Ｋ観ずろ世卑

で
ぞ
空
豆
引
表
、
了
ら
ね
ば
な
ら
め
理
由
何
万
い
。
寅
叉
王
ｎ
ｔ
は
や
存
徹
し
な
い
ゞ
夜
叉
Ｌ
汚
在
し
万
い
。
い
ず
制

し
巽
写
大
毫
筈
罐
て
あ
る
。
そ
の
一
心
の
世
界
て
な
お
聖
者
大
芝
と
大
芝
ヒ
ヴ
お
る
の
は
、
詮
い
ゴ
乏
ぼ
広
宣
説
す
る

ための方便でおスラ〃同じ俳畷が、鍔置の上で乞食になり大各バウ、了深せるエゥなもので濁る。

三
弄
迅
仏
薑
芝
あ
っ
て
仏
筥
と
い
わ
ぬ
と
二
弓
か
お
Ｌ
Ｌ
言
い
が
、
ま
あ
、
そ
人
乃
こ
と
ば
と
、
っ
て
し
よ
い
。
大

彗
は
す
て
に
仏
蔓
と
万
っ
て
い
る
の
た
が
、
仏
の
す
が
た
を
と
ら
な
い
と
ご
弓
が
大
落
な
の
で
莞
こ
ろ
の
理
論
ば
こ

洞
か
ら
あ
と
の
、
杓
た
し
が
注
硫
と
よ
ぶ
請
品
に
散
説
さ
楓
ろ
。

』

濡
伽
窪
ｎ
こ
こ
で
表
と
か
脾
簔
を
開
じ
ろ
《
い
や
・
←
ラ
、
一
カ
ー
の
浸
台
に
は
零
尋
た
Ｖ
な
も
の
弘
な
く
-
空
の
碧
と
木

４１

箒
の
と
ま
、
聖
者
大
慧
菩
薩
と
．
も
る
も
君
の
一
切
の
大
慧
菩
薩
、
．
と
も
に
一
切
の
請
仏
国
士
に
遊
び
、
仏
油
刀

歪
う
け
て
．
坐
よ
り
立
ち
“
さ
ら
に
衣
服
ま
と
と
ね
え
・
合
掌
し
読
礼
し
．
喝
で
仏
蚤
た
次
え
派
→

仏
慧
六
悲
観
世
間
難
生
滅

不
可
得
仏
蕾
大
悲
観
世

浄
言
無
不
可
得
仏
不
入

彼
人
今
後
世
灘
鮪
淫
祭
翫

仏
慧
が
大
落
も
て
愛
す
汎
ば

仏
慧
が
大
落
も
て
愛
す
汎
ば
．
世
間
ロ
主
薮
乏
誘
れ
．
壷
空
の
花
の
よ
う
に
有
・
窯
垂
Ｌ
ろ
こ
と
ば
で
ま
め
．
仏
Ｓ

簿
が
大
悲
も
て
観
ず
洞
何
一
切
の
法
ぼ
幻
の
よ
う
で
、
疋
壹
識
か
ら
遠
く
藷
打
．
有
無
乏
Ｌ
三
三
口
て
式
、
ぬ
Ｓ

仏
篝
が
大
篝
し
て
観
ず
洞
ば
世
闇
蔓
号
の
よ
う
で
断
絶
と
持
続
芝
還
く
蕊
何
首
・
黒
を
し
る
こ
と
ば
で
表
、
ぬ
○

仏
篝
が
大
蓬
し
て
観
ず
獄
ぱ
須
彪
の
障
り
雷
勿
障
〃
、
一
言
な
が
ら
照
茄
清
浄
で
育
・
黒
乏
し
る
こ
と
ば
で
ま
一

師
？
仏
は
八
・
勺
ず
減
せ
秀
塞
漿
一
ト
ォ
）
ま
た
と
ど
ま
ら
坊
、
麦
、
と
ろ
も
の
と
べ
と
、
句
お
る
も
の
と
を
議
汽
有
，
窯
ｇ

の
二
を
し
と
し
仁
離
れ
ろ
．
も
し
二
例
よ
う
に
仏
壬
観
ず
御
ば
．
京
静
で
生
斌
乏
議
ｈ
ろ
・
寿
の
人
同
今
北
鋳
世
に

も
坊
を
灘
洞
了
け
が
れ
ば
祭
ま
め
。

難
生
滅
猶
加
虚
空
流
有
無
不
可
得
必
篝
大
潅
観
一
切
法
加
幻
遠
離
侭
意
識
有
無

観
世
闇
猶
如
夢
達
難
詰
断
常
有
無
不
可
得
仏
篝
大
悲
観
憤
催
障
智
障
一
壷
我
潰

仏
不
入
不
滅
遅
梁
亦
不
住
離
貢
斯
覚
法
有
無
二
漠
誰
若
加
是
観
仏
家
諸
離
生
滅

５８６一一
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薑
縫
の
「
李
窒
小
伝
」
は
字
雪
の
雪
も
、
と
も
よ
く
理
解
Ｌ
た
詩
人
批
評
家
の
言
正
詩
塗
し
二
薑
巧
も
〃

のだか．千の矼かに近代人にば信じがたい事件が-事実とし了記弍、柄Ｔいることで・よ″いっそう有５

昌重⑫ろ。李窒乏口にする人家ら知らめ言何万い文章でいまがら引くのも気がしけぢが．話の都合上、

写さめわけに、ゆがめ．『皿都議刊』に収例ろ旧抑本によぅ了問題の部分だけ訓読文でかひけろ．

宮
代
の
人
軟
爲
と
に
か
く
、
今
日
の
わ
何
わ
洞
は
・
と
う
了
い
こ
打
差
事
実
と
信
じ
ろ
ご
と
口
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で

二
胴
を
雪
楡
と
為
．
象
徴
と
勇
、
批
評
の
飛
試
と
弘
、
あ
る
い
は
敵
末
琵
の
妄
廻
と
み
・
衆
団
幻
損
と
為
る
な
ど
-
ま
ず

き
ま
な
解
萩
が
お
ご
な
わ
洞
了
い
ろ
、

ど
二
弓
で
、
こ
の
話
に
は
．
先
行
す
る
説
話
が
あ
る
・
専
悶
に
Ｌ
丁
二
凋
董
指
袴
し
振
人
を
知
ら
な
い
。

長
吉
ま
さ
に
死
せ
ん
と
す
る
と
き
、
忽
ち
昼
仮
一
緋
衣
の
人
を
見
ろ
。
赤
秘
に
篤
」
一
版
書
乏
持
て
〃
・
太
古
の
豪
７

あ
る
い
は
露
霞
の
石
交
の
ご
と
ま
毛
⑦
に
し
了
い
う
。
ま
き
に
長
壹
乏
召
す
べ
」
と
．
畏
吉
つ
い
仮
読
む
あ
た
わ
戎
Ｂ

た
ち
ま
宮
攝
上
″
下
″
、
叩
頭
し
て
い
う
・
・
阿
祢
調
窪
脚
ぷ
老
い
か
つ
病
切
り
。
雪
何
去
臺
乏
董
騒
わ
す
、
と
・
緋
衣
○

の
人
笑
い
て
い
わ
く
、
帝
、
白
玉
楼
乏
戚
せ
凧
．
た
ち
竺
毫
に
君
乏
召
し
で
記
を
つ
く
今
し
湾
天
卜
荷
や
や
薬
し
、
｜

薑
し
刀
ら
ざ
ろ
な
″
、
と
．
長
吉
ひ
と
り
泣
く
。
あ
だ
″
の
人
一
一
と
ご
と
く
二
桝
乏
貝
ろ
→
し
ば
ら
く
し
了
長
圭
冒
⑦
気
蛇
ｇ

ｍ
長
に
居
〃
し
と
二
ズ
の
窓
中
，
勃
々
と
し
了
烟
気
あ
り
。
行
軍
篭
管
の
声
芝
聞
く
。
太
夫
人
．
急
Ｋ
人
の
要
す
る
差

止
め
二
打
董
待
ユ
乞
五
斗
の
黍
を
傾
ぐ
が
ご
と
き
ほ
ど
の
時
に
し
イ
．
戻
吉
つ
い
に
死
せ
り
．

⑦々鈴が映じ風がこだまをひびかせるだけだったかもＬ抓め。

『
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Ｆ
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倒

叩
占二

鰐
に
ま
た
中
天
竺
の
潜
動
那
琴
提
あ
〃
・
魏
に
了
宝
薫
と
い
つ
．
溥
嬉
の
星
、
理
事
議
逼
説
一
憧
渇
乏
調
Ｌ
・
喝
に

三
士
一
宇
あ
″
・
尤
も
禅
法
に
朗
ら
か
雁
・
竜
何
遊
化
に
房
す
．
正
端
五
琴
五
・
八
は
じ
め
丁
洛
邑
仮
い
た
る
。
十
雌
圭
積

読荘ど大部二十Ⅷ巻を訳す。．．！，↑河め．宝意沙門・神理標巽にしで“魏詞芝領隙Ｌ・ひとえに隅暎乏尽或

帝
つ
ね
に
菫
譲
経
乏
錨
ぜ
し
む
。
椴
秩
関
悟
Ｌ
・
精
義
つ
ね
に
発
す
。
一
日
、
高
空
に
正
側
す
る
に
忽
ち
、
笏
逢
持
ち

名
壬
執
ろ
者
あ
り
。
謡
-
大
官
の
ご
と
し
。
い
つ
。
天
・
帝
の
命
を
奉
じ
、
末
っ
て
法
師
に
請
う
、
菫
鼓
経
乏
講
せ
よ
、
筵
．
８

竜
い
ね
く
。
今
一
房
法
牽
は
な
お
い
ま
だ
停
止
せ
ず
。
拳
ヌ
速
読
ろ
乏
待
う
て
ま
夫
、
に
來
命
に
塚
う
ぐ
し
。
鉱
〃
と
雛
卵

も
法
事
ぱ
章
す
る
と
二
弓
．
独
り
仮
て
は
建
つ
弓
能
わ
ず
．
都
議
吉
犬
・
籍
那
・
梵
唄
．
熱
な
ま
た
二
脚
差
損
尺
人
．

請
い
丁
定
例
Ｌ
む
く
し
．
と
。
使
言
た
だ
ち
に
請
う
と
二
言
の
見
請
の
蓋
信
一
ト
ゆ
く
。
既
に
し
て
浩
幸
ま
六
に
了
弓
人

靴線抑僻味醐刊繩眩韻席＃側口啄脈肌嶮吋騨虹旧転灌・鯲緋識示胤恢測硝同靴←岼熊阿伽燗鮖瀧川雌喰Ｓ

闇
見
Ｌ
了
嘆
美
せ
ぐ
、
ろ
な
Ｌ
ｏ

ｓ

い
か
に
文
士
が
語
文
す
る
と
し
て
も
、

考えて、まずあいえめことで謁蚕

も

李
琶
ぼ
泣
き
、
宝
壽
は
笑
う
“
そ
の
よ
う
ケ
這
い
は
主
人
公
談
詩
人
と
僧
で
お
杓
付
当
然
だ
が
天
帝
が
入
職
の
巽
一

１

ヤ
菫
使
者
垂
や
っ
て
迎
え
ま
ぜ
ろ
と
い
う
共
通
性
を
Ｌ
コ
易
両
話
仮
、
蓮
絡
ヴ
ウ
い
と
考
え
る
承
吟
け
-
返
し
言
ぞ
９

Ｉ

予
門
な
ら
や
は
り
、
〃
洞
の
い
う
よ
う
に
蜑
切
臨
終
雲
ぼ
、
弩
の
姉
な
る
人
の
話
に
ｆ
と
つ
く
も
の
で
輪
の
詰
画
、

賀
の
生
薊
に
た
え
ア
ロ
に
し
た
奇
異
な
話
が
混
合
雲
形
し
た
池
の
と
考
え
る
洞
．
そ
の
奇
異
写
菫
の
芦
力
玩
叱
の
に
、
動

Ｔ
ぼ
、
李
商
隠
ぴ
．
か
っ
て
僧
広
麦
読
ん
て
、

鬘
の
臨
終
の
睾
件
芝
樫
造
Ｌ
だ
の
で
扇
弓
う
か
。

罫
、

害の一四朗寺の沙門釈這宣の撲した『続高嗜伝」巻一⑦言鐇恥舜伝に付試すろ鞆舳謬撚の伝グて椥了あ

る。『大正誠脩大蔵経』亭五十巻史伝部二仮おさめろ。

の
琿
由
を
求
⑭
ろ
の
に
困
難
寸
喜
Ｔ
あ
弓
、
フ
。そ

の
女
仁
よ
う
て
お
の
れ
の
官
界
で
の
位
置
に
王
ケ
グ
わ
る
当
時
⑦
世
俗
か
埼

こ
の
二
部
に
ひ
か
れ
、
李
窒
の
伝
乏
書
く
と
ま
に
、
￥
桝
乏
嚢
流
し
了

○ｓ

こ 一 ,,＃
職釧
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武
皇
帝
・
勃
菫
卜
し
引
家
て
涛
旺
《
段
華
乏
併
擬
寸
二
戸
壬
永
事
大
寺
に
舛
季
．
皿
宰
（
衣
服
飲
食
-
臥
屏
医
茎

もや帆訣陥切捌贈琳雌凱關州鯏両謝一戦茜凱岬献淵峨叩痂瓶批漸討測１一三別の閻闇門南の御這の東にあり

中
に
九
言
の
涛
図
編
〃
・
木
芝
祭
し
了
二
桝
芝
つ
く
〃
、
裂
な
高
さ
九
十
余
丈
．
上
に
金
刹
あ
″
、
ま
た
壱
六
十
丈
、
姑
ｇ

を
出
下
る
二
と
千
尺
．
昌
乏
去
る
百
雪
す
で
に
遙
か
に
ご
打
乏
見
ろ
．
初
め
て
墓
を
営
む
日
、
握
り
了
雲
泉
に
至
り
、
Ｂ

金
嫁
三
十
二
躯
乏
寝
た
〃
・
大
后
お
し
え
ら
く
㈲
秦
端
Ｋ
し
て
法
逢
室
篇
す
る
⑦
徴
な
″
と
。
二
二
重
も
ラ
イ
箭
制
蕊
奇
Ｏ

蝉畑纈礁錘識刷朏制擶郁叩齢叩菫蹴哩置坤柵に計鮖側斑媚焔瀞溺一Ⅷ臘祁塁剛一Ｆ洲脾種一醐剥燗柵，燗迦描３

の
塔
は
四
面
九
親
、
六
窓
菫
肩
詔
な
朱
雛
の
扉
扇
．
ｆ
ｚ
ｔ
ｚ
の
金
鈴
乏
垂
れ
、
雲
Ｅ
亨
一
四
自
枚
あ
り
、
ま
た
全
篝

鋪
菫
乏
施
し
、
仏
事
精
妙
．
土
木
の
工
乏
簿
し
、
鱗
柱
金
簡
、
化
目
を
震
融
す
。
高
凰
永
夜
、
鈴
鐸
利
嘱
Ｌ
・
郵
鐺
の
舂

窪雫騨散傑蕊罰騨議讓詳蕊叩籔湧灘肘灌蕊諦露司建雛

吉
至
も
っ
て
し
、
括
柏
禎
猶
雲
菫
叢
祭
し
・
院
猪
閤
匝
Ｌ
て
・
男
か
禄
頁
垂
捷
す
。
正
南
に
三
門
椿
閑
い
で
三
道
三
重
-

謹這一鮭漂然雛薙鍜裟謝鰹淨筆報諦零劉隠観鐇雫雌鰐

祁
亭
堤
の
伝
が
あ
っ
た
の
だ
、
と
椎
測
で
妾
な
い
た
る
、
つ
か
・
：

で
ば
李
雲
は
な
ぜ
勤
那
寧
提
の
伝
董
読
ん
だ
の
か
．
お
そ
ら
ぐ
か
打
け
、
勒
那
琴
提
に
墨
初
か
ら
鐸
啄
董
も
っ
た
⑦
で

何
な
く
か
桝
の
噴
読
す
る
鍔
伽
羅
十
巻
本
の
訳
者
菩
提
琉
安
の
事
蹟
逢
求
め
て
「
続
高
僧
伝
』
差
し
も
と
ま
、
菩
梶
流

支
の
握
中
に
見
出
し
た
勒
那
琴
提
の
伝
に
．
菩
提
流
支
に
対
す
る
以
上
の
薙
認
を
覚
え
た
の
で
は
な
い
か
．

と
は
い
え
・
菩
提
流
支
の
伝
そ
の
池
の
北
は
な
は
だ
奇
異
で
あ
る
。
寺
の
奇
異
乏
紘
え
ろ
た
初
に
け
そ
の
戻
大
菫
歌
う

了
節
鵬
寸
ろ
わ
ｎ
Ｋ
は
、
か
め
気
が
す
る
。

伝
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通
道
何
た
汚
儲
に
也
汽
置
く
。
そ
の
皿
門
外
口
樹
う
ろ
に
畜
擁
菱
も
っ
て
」
亘
ろ
に
濠
杢
之
も
『
了
す
。
京
師
の

行
旅
．
多
く
そ
の
下
に
戒
い
、
路
ぼ
飛
壷
差
断
っ
て
．
湊
雲
の
潤
に
よ
ら
ず
、
清
風
口
涼
乏
送
『
て
お
仮
合
歓
の
発
董

籍
ら
ん
や
。
す
な
わ
ち
中
雪
舎
人
常
景
〆
調
し
て
、
寺
碑
壬
制
せ
Ｌ
む
。

壽
口
．
河
内
の
人
．
敏
学
博
逼
．
名
量
海
内
に
霜
ら
ろ
．
大
稲
十
九
年
赤
一
量
・
高
祖
．
擢
ん
で
了
腸
律
博
士
と
な
し
、

詔
あ
〃
て
茶
格
差
刊
定
せ
し
む
．
永
く
逼
式
と
な
る
、
棗
す
な
わ
ち
今
吉
芝
商
權
し
、
科
猷
乏
条
寶
し
め
。
す
な
杓
ち
魏

津
二
十
謡
こ
ｎ
な
〃
、
中
書
舎
人
・
雲
門
侍
郎
・
秘
書
畦
・
幽
州
刺
史
を
壁
官
Ｌ
・
邑
室
藝
倫
．
菫
．
農
家
⑦
ご
と
し
。

た
だ
鍔
史
の
車
に
霊
つ
る
詞
″
、
著
す
ど
こ
毒
⑦
支
崇
臣
余
篇
。
給
車
中
封
瞳
泊
・
字
逢
汗
り
．
世
に
行
わ
弓
。

寺
す
で
に
詞
め
て
成
る
。
朗
帝
と
太
后
、
共
仮
澤
図
に
登
〃
、
宮
中
を
視
る
仮
掌
内
の
ご
と
し
ゞ
下
は
雲
雨
に
臨
轟
、
０

上
天
ぼ
着
認
”
宮
内
の
事
を
見
る
王
も
っ
て
の
拭
瀝
人
に
禁
じ
工
属
に
登
る
差
ゆ
る
さ
ず
。
面
．
菫
霞
菫
エ
リ
誌
国
に
豹

遊一睡する言謹ないわく．かくのごとき塔顎は、閣浮（イ、一ド）に北無きとこＺと．孝臺三，一ムニ、一へ大風

星
乏
構
い
樹
達
菰
手
．
刹
上
の
宝
瓶
は
風
に
適
う
了
里
ち
て
地
に
入
ろ
ご
と
丈
余
。
ま
た
工
人
に
命
じ
イ
更
に
軸
Ｌ
字
池

削識撒獅肘馴峨喧言斗雁一紳一一一硝甜賑川獺紛批に喝批であり嚇岬械臘硝献豊勵祁剛甑望認曾嫡鯛掘棚雑岬鰔○

項
平
旦
に
火
惹
ろ
。
一
一
道
人
あ
″
・
芙
啄
に
恩
ひ
す
火
に
投
じ
て
死
す
。
そ
の
焔
相
続
Ｌ
イ
経
ろ
こ
と
一
二
月
に
余
り
、
ｇ

蛇
に
八
〃
し
刹
柱
〃
す
可
杓
岑
周
年
に
至
る
琶
硬
お
埋
気
あ
り
。
そ
の
年
五
月
、
人
あ
〃
東
莱
郡
よ
〃
至
り
で
い
う
。
浮
○

図
の
湧
中
に
あ
う
て
光
朋
撒
然
た
る
蓬
見
ろ
と
．
同
じ
く
韻
Ｌ
も
の
一
Ｆ
あ
ら
ず
。
俄
に
Ｌ
て
雲
霧
乱
葦
し
丁
、
￥
の
所
一

在
乏
失
う
。
七
月
に
至
″
、
一
半
陽
壬
-
侍
中
餅
轍
椿
切
挟
む
と
こ
弓
と
な
〃
・
面
晨
安
仁
奔
ろ
．
十
月
一
卜
至
う
て
洛
崇
は
９

遣
都
仮
鬘
ろ
。

宍
時
．
流
聿

沙
門
僧
讓
等
Ｆ

琴寅に薊Ｌ、，

三
蔵
流
支
、
理

二宮二十’亡善

。

、

Ｇ

〃
。
亜
ひ
に
訓 流

支
・
勅
差
奉
じ
・
割
め
て
十
蝿
（
窪
）
差
翻
す
ゞ
・
宣
武
皇
帝
、
菫
を
命
じ
．
一
日
親
討
筆
噴
じ
、
Ｌ
か
ろ
後

等
に
付
し
論
文
壷
誌
尽
す
。
仏
法
隆
盛
、
美
浅
詞
然
・
相
従
ラ
マ
伝
授
Ｌ
・
孜
々
伽
た
″
・
帝
蚕
た
情
信
士

Ｉ
弓
衆
経
録
差
撲
廿
し
む
．
廓
は
学
玄
妻
に
通
じ
-
経
諭
至
条
言
し
、
も
と
標
擬
温
り
．
紋
に
そ
の
録
に
い
う
．

、浴よ″郷に及び、弐三辰天平玉一二画-五一曼仮至る一千余年、およそ出だすとご弓の経は三十九部

亡
巷
。
す
ケ
わ
ぢ
、
仏
名
・
楊
伽
＆
法
票
・
孫
蜜
等
の
経
・
一
勝
思
惟
・
大
宝
鐙
←
法
華
淫
諜
等
の
論
ご
細
な

に
沙
門
増
獣
・
這
浸
と
侍
中
崔
光
等
筆
受
す
。
つ
ぷ
さ
に
富
員
霞
内
典
録
に
列
す
・
蔀
ま
次
い
う
．
三
蔵
法
師

■
・
『
『

一
Ｆ
一
一
・
一
一
◆

阜

一

一

一

『

一

手

＝
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一
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一 一
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苫‘

一

編
え
ど
匙
-
こ
の
方
に
て
側
習
い
と
せ
ず
、

宣
く
語
２
；
《
…
．
ま
た
北
天
竺
ゆ
僧
仏
陀
扇
錫

″
、
洛
陽
白
馬
寺
と
割
都
金
慧
寺
に
お
里

いて．！流安・本を伝．え．余漕参助す。

え
、
相
調
訪
せ
ず
。
帝
ぼ
弘
法
の
盛
乏
辿
『

才
。
そ
の
悶
・
蔭
浸
し
て
．
互
い
に
獄
至
言

Ｌ
て
共
に
遍
部
と
な
す
。
宝
唱
等
の
録
に
巨

畠
口
齪
若
流
支
．
蕊
に
て
書
市
と
い
う
二

善
住
・
廻
詳
・
姪
識
等
⑦
経
論
お
よ
莞
一
Ｌ

支
と
般
昔
流
支
と
、
餉
錆
Ｌ
了
経
を
出
た
-

去
り
α
た
だ
流
支
と
い
．
つ
ご
と
多
し
っ
Ｌ
-

ヲ
で
、
詳
か
に
定
む
ろ
ご
と
乏
得
が
た
し
。

中略Ｌたとご弓ぱ前引の罰都窪堤の伝女がはいるとごズである。

さ
て
菩
提
流
安
の
こ
の
伝
を
羨
ん
で
、
子
の
半
ば
以
上
の
文
字
が
、
永
琴
寺
に
貢
や
さ
れ
て
い
る
二
と
乏
知
っ
て

憲
一
』
渇
季
打
た
・
寿
の
輪
興
の
妻
と
・
そ
の
雪
渓
の
荒
害
瓦
綺
語
乏
濯
む
律
師
道
宣
垂
あ
伝
⑦
撰
者
で
あ
臺
三
歪

思
え
ば
虚
構
で
付
な
く
た
し
か
な
贄
料
仮
よ
『
た
事
実
Ｆ
近
い
も
α
な
の
で
砺
考
、
っ
。
そ
つ
し
了
菩
提
涼
支
が

ただそこほ居乏与えら門たためだけに、この大量⑦文字ぴか打切伝一卜費や示椚たと、考えにくく-この

誠織伽鱸納剛柵職側術圃減蛎禰祁件聯鯛や噸α拡謡細割牧叩箪帽獺坤冊作燗退肺縮唄肌切抑縦枇群叩

」
”
か
つ
可
洋
ロ
に
生
し
、
漂
罐
内
空
写
り
．
莞
子
い
ま
だ
采
た
ら
ず
ゞ
人
の
水
を
瀬
む
丘
し
。
稲
流
麦
す
な
わ
ち
柳
枝
乏

と
〃
、
い
ま
弍
、
か
丼
中
仮
ふ
る
い
．
ひ
そ
か
に
議
呪
差
加
う
．
ｈ
す
か
雁
裁
逼
に
し
て
．
宗
水
工
涌
Ｌ
、
平
ら
な
ろ
こ
と

井
潤
に
及
溌
．
す
な
わ
ち
鉢
を
も
う
て
酌
裂
二
打
を
周
い
丈
盟
玩
す
。
傍
の
僧
つ
ぶ
さ
に
員
さ
て
の
神
蓬
測
ろ
な
し
。

細漸幽峨Ｔ歌一唯抓化噸崎鯛ｒ噸践利椚秋Ｉ崎刑駄噸哨打略荊り舳卿薩訓耐禰仙巧珈勤削偶鯏帽細咲祁

宣く秀⑩；鐸…圭灰北天蓉一扇僧仏陀扇多あり《蕊にて常定という、正光元逹-五二・王〃毒室一年五一二九仮い灰馴

″
、
洛
陽
白
馬
寺
と
割
都
金
慧
寺
に
お
い
Ｔ
金
剛
・
上
味
等
の
経
都
乏
訳
出
す
。
潮
篭
の
日
に
当
、
て
、
洛
陽
内
穀
Ｆ
お
５

い
て
．
！
流
安
・
本
を
伝
え
．
余
漕
参
助
す
。
そ
の
稜
、
三
徳
す
な
わ
ち
流
三
に
し
た
が
い
・
各
お
の
師
よ
り
習
い
し
を
伝

え
、
相
調
訪
せ
ず
。
帝
ぼ
弘
法
の
盛
乏
池
う
て
、
曲
煽
乏
略
叙
し
・
三
部
に
勅
し
、
各
お
の
錦
じ
議
和
ば
す
な
わ
ち
孝
枝

才
。
そ
の
悶
・
蔭
浸
し
て
、
互
い
に
款
董
同
じ
く
せ
ざ
る
あ
り
、
文
旨
の
爵
に
舅
達
兼
ね
了
謡
ろ
あ
″
・
綴
人
二
舸
孟
合

Ｌ
て
共
に
遍
部
と
な
す
。
宝
唱
等
の
録
に
見
切
・
．
：
：
ま
た
唾
平
元
年
童
二
へ
、
南
天
竺
預
羅
城
運
羅
門
、
姓
ば
警
署
氏
．
ｌ

畠
口
齪
若
流
支
．
蕊
に
て
筥
浄
と
い
う
。
元
年
王
″
騨
細
五
一
二
泡
-
畠
二
の
末
に
い
た
る
ま
で
．
静
城
に
お
い
了
正
迭
含
・
聖
ｇ

善
住
・
廻
詳
、
姪
識
等
⑦
経
論
お
よ
莞
一
十
八
部
八
十
五
巻
麦
試
Ｌ
・
沙
門
暑
林
僧
肪
等
筆
受
す
←
当
時
・
沙
門
薑
提
流
○

支
と
般
昔
流
支
と
、
餉
錆
Ｌ
了
経
を
出
た
」
し
か
し
て
尿
舞
の
伝
写
す
る
に
、
お
お
む
わ
軽
略
し
て
各
狩
の
上
の
字
萱
一

去
り
-
た
だ
流
支
と
い
ｚ
｝
と
多
し
っ
Ｌ
か
御
ど
池
一
戸
河
流
支
万
ろ
か
を
知
ら
語
今
に
い
涙
う
て
蓉
録
款
目
の
相
渉
９
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